
奨学財団インフォメーション NO.16
2023年3月発行

大学生協奨学財団

奨学財団インフォメーションは、年次報告を含む年4回(2月、5月、8月、11月)の発行予定です

代表理事・理事長より皆様へご挨拶
長年，大学教員生活をしていると心を痛める瞬間が毎年ありま
す．それは教授会の席で学生の休学・退学など身分変更に関す
る決定を行うときです．退学の場合，本人の勉学意欲の喪失に
よる場合もありますが，大半は，本人またはその周囲でおきた
不幸によってもたらされたものです．2008年のリーマンショッ
クのときは保護者・扶養者の失職によって退学を余儀なくされ
た学生がいました．2011年の東日本大震災のときは実家の被災
によって退学を余儀なくされた学生がいたと記憶します．
私の学生時代は日本育英会（現在の日本学生支援機構：

JASSO）など公的な奨学金も安かったのですが，学費も安かっ
たので，アルバイトをすれば学費や生活費をなんとか稼ぎ出す
ことができました．現にそういう下宿生が入学当初のクラスに
いました．当時の育英会の奨学金は貸与型でしたが，無利子で
あって返還免除の制度も充実しており，また，返還免除の適用

を受けなくても，現在のように奨学金による多額の借金に苦しむというほどの返済額では
なかったのです．
ところがその後，国公立・私立ともに学費の値上がりが続き，また公的な奨学金にも利

子の付くものが導入されました．その結果，現在の大学生は家計支持者の扶養家族に入ら
ないと，学費や生活費を負担することが困難になっています．かつてのような苦学生の存
在すら許されないと言えそうです．このため大学生が扶養者を亡くすということは，精神
的なつらさは昔も今も変わりませんが，学業を続けるうえでの経済的なつらさは昔よりも
今の方が大きいと言えそうです．
そうしたなか全国大学生協連による給付型の「勉学支援制度」が1992年にスタートしま

した．当初の財源は学生総合共済の剰余金の運用益によってまかなわれました．学生総合
共済そのものが，たすけあいの精神によって成り立っていますから，この制度は学業継続
のための協同のあらわれでした．その後，全国の大学生協組合員の寄付や各生協からの賛
助会費を財源に加えて，たすけあいの度合はさらに大きくなりました．そして全国大学生
協連創立60周年記念事業として全国大学生協奨学財団が設立され，旧制度は現在の「たす
けあい奨学制度」に発展解消しました．
たすけあい奨学制度による給付額は10万円と少額です．扶養者が亡くなったことによる

経済的な困難をすべて解決するものではありません．しかし山椒は小粒でもぴりりと辛い
と言います．たすけあい奨学制度が学業継続のための第一のステップになることは間違い
ありません．そしてなによりも，顔も知らず会ったこともない遠くにいる友人からの支援
が，身近な大切な人を亡くしたときの喪失感を減じる役割を果たしているということが重
要です．受給者，寄付者，卒業生から寄せられた「たすけあいメッセージ」のなかから，
そのことを汲み取れます．
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■応募■

応募人数は、昨年より96名減っております。これは、昨年各キャンパスの学生支援課へチラシ・応募用紙を送り、

初めて直接当財団のご案内を行ったことで、学生支援課からの紹介が増加し、昨年同時期に、応募人数が一時

的に増加していた為の差異と考えられます。今年も引続き学生支援課へ、当財団の案内を送付しました。

■給付■

前年同期間より41名少ない127名に1,280万円を給付しています。

このままの給付率かつ、1カ月に約32名給付のペースだと、年間で384名の給付となることが予想されます。

今後、応募人数を増やす為に、より積極的な宣伝が必要と思われます。

これに対して給付率は、昨年同時期と比べて昨年より上がり、80,3％となっております。

2023年1月より改定された審査基準により、より多くの応募者が給付へとつながる傾向が見られます。

■寄付■

当財団HPで行っているクレジットカードによる寄付について、2022年10月～2023年1月の間に

約8万円のご寄付をいただいております。同財団への寄付は、大学生協を通じた寄付が主ではありますが、

少しずつ個人の皆様からの直接ご寄付をいただく機会が増えてきています。

■賛助会員■

2022年10月から2023年1月で新規加入いただいた団体賛助会員は

日赤看護大生協（大学団体賛助会員Ⅱへ加入）です。

↓賛助会員全体の状況

合計 237会員（1,201口）、2,570万円の賛助会費のご協力をいただいております。

応募人数 審査人数 給付人数 給付率
給付金額
(万円)

寄付金額
(万円)

2022.10～2023.1 154 158 127 80.3% 1,280 91

2021.10～2023.1 250 213 168 78.8% 1,678 78

前年増減 -96 -55 -41 +1.5% -398 ＋13

１９９２年から累計 － 14,852 5,274 － 73,198 －

区分
2023.1時点 前年増減

賛助会費１口金額・対象など
会員数 口数 会員数 口数

大学団体賛助会員Ⅰ 2 10 - - １口１００万円。大学生協連、大学生協共済連が対象

大学団体賛助会員Ⅱ 175 1,012 ＋1 ＋1 １口１万円。主として大学生協連の会員が対象

特別団体賛助会員 6 25 - - １口１０万円。主として大学生協のお取引先

一般団体賛助会員 0 0 - - １口１万円。財団の目的・事業に賛同する法人・団体

個人賛助会員 54 154 ＋1 ＋24 １口２千円。HPよりクレジットカード決済登録を行い加入

応募・給付・寄付・賛助会員の状況
～2022年10月から2023年1月～
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給付を受けた学生からの御礼やメッセージ
大学生協奨学財団ホームページでは、受給者のメッセージを毎月掲載しています

中京大学 院生

全国の仲間への御礼とひとこと

このような制度があることに⼼から感謝いたします。奨学⾦は、⼤学院の学費に充てようと考えております。

同じ境遇にある学生にひとこと

とても⼤変な状況で不安で溢れていると思います。しかしながら、これは貴重な経験でもあります。「この経験が

あったからこそ、今の⾃分がある」と思えるように強く⽣きましょう。

秋田大学 １年

全国の仲間への御礼とひとこと

この度はご支援いただきありがとうございます。いただいた奨学金は授業料と生活費に充てたいと考えていま

す。このような制度を知ること、利用することができて、本当に良かった思います。

同じ境遇にある学生にひとこと

経済的な面も、精神的な面もかなり辛いということに共感します。頼れる人・場所・制度を積極的に見つけましょ

う！

電気通信大学 4年

全国の仲間への御礼とひとこと

奨学金を贈ってくださる皆様、大変ありがとうございます。奨学金は授業料の足しにしようと思います。これで

安心して学業が続けられることに大変感謝しております。いつかお返しができるように学業に励みたいと思い

ます。

同じ境遇にある学生にひとこと

いろんな悲しみや不安があると思います。なので今は、このような制度に頼ってみるのもいいことだと思います。

お金の余裕が少しでもできたら、不安も少しは軽減されると思います。そして、いつか立派になって、みなさん

に恩返しができたら充分だと思います。そのために僕も頑張ります。

同志社大学 3年

全国の仲間への御礼とひとこと

残り少ない学生生活ではありますが、残された時間の中で悔いの残らないよう学業に専念したいと思っていま

す。奨学金の力を借りつつ、無事に学生生活を終えたいです。

奨学金を頂けた際には、主に後期の学費に使用させていただく予定です。下宿をしていると必要書類の受け渡

しに時間がかかるので、出願がオンライン可能であることが非常に助かりました。

同じ境遇にある学生にひとこと

父親が亡くなってしばらくは、経済的な理由で大学を続けられるのかという不安や精神面での不調が少しあっ

たりもしましたが、大学生協の方々が親身に対応してくださり、この奨学金制度をはじめ、様々なサポートを紹

介してくださいました。遠慮せず周囲の方々に助けを求めながら、諦めずに前に進んでほしいです。
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明治薬科大学 3年

全国の仲間への御礼とひとこと

奨学金の主な用途は、学費への使用と生活費への使用を考えています。こういった制度があることをこのきっか

けがあるまで知りませんでした。さまざまな制度があるということをもう少し知るきっかけが増えるといいなと

思いました。

同じ境遇にある学生にひとこと

予想だにしていなかったことが、ある日突然起こることは決して珍しいことではないんだろうな、と思いました。

何から頑張ればいいんだろう、生きる気力さえ失うこともあると思います。決して誰のせいでもないので絶対に

自分を責めないでください。ひとりで抱えすぎることで大きなストレス・悪循環にもつながると感じました。自分

の信用できる人、話を聞いてもらいたいときは、周りに頼るのも良いと思いました。時間と共にゆっくりと前を向

ける日が来るのを祈っています。きっと亡くなった方もあなたのことを一番に応援してくれていると思います。

慶應義塾大学 4年

全国の仲間への御礼とひとこと

寄付してくださる方々に深く感謝いたします。父が亡くなり、母一人の収入では不安があるため、少しでも学費や

生活費に充てようと思います。

同じ境遇にある学生にひとこと

親を失ったことを未だに受け入れきれていない部分があり辛い日々もありますが、今はやるべきことをやるしか

ないと思っています。同じような境遇の方が他にもいると思うと心強いです。お互い頑張りましょう。

新潟県立大学 2年

全国の仲間への御礼とひとこと

親を亡くし、同じような状況に陥っている学生は少なくないと思います。このような制度があることに大きな感謝

の気持ちがあります。今後益々この制度が充実していき、一人でも多くの学生が学びの継続を選択できることを

願っています。奨学金は授業料の支払いに使用したいと考えています。

同じ境遇にある学生にひとこと

苦しい状況に陥っても、こういった自分を助けてくれる制度に積極的に頼ってください。父が亡くなり精神的なダ

メージが大きかったですが、それ以上にいつも自分を応援してくれた父のために学業を含め様々なことを諦めた

くないと思いました。周りに目を向ければ助けの手を述べてくれる人が必ずいます。少しずつ前を向いていきま

しょう。

佐賀大学 3年

全国の仲間への御礼とひとこと

たすけあい奨学金の制度を知り、多くの人たちが私のような人を助けていることに感謝したいと思います。奨学

金は学費と公務員試験を受けるための勉強の費用に使おうと思っています。

同じ境遇にある学生にひとこと

今回の制度を知ったことで、学業への不安が軽くなりました。一人で考えすぎず、周りの人を頼りつつ生きていか

なければならないと思いました。
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和光大学 1年

全国の仲間への御礼とひとこと

本当にありがとうございます。急な事でどうしようもない中で、贈ってくれる方々のおかげでこれからの生活を

少しでも明るく過ごせます。贈っていただいた奨学金は、今後の学校生活で使う交通費や教科書代などに使わせ

ていただきたいと思います。

同じ境遇にある学生にひとこと

今は一人に感じるかもしれませんが、助けてくれる人が必ずいます。身近な所や遠くでも必ずいます。色々な事を

諦めずに一緒に頑張って生きていきましょう。

立命館アジア太平洋大学 4年

全国の仲間への御礼とひとこと

学生生活に対して不安の中、たすけあい制度を知り、心が温かくなりました。このような制度があることに感謝し

ます。奨学金を利用できることで、残りの学生生活を継続し、前向きに勉学・活動など充実させたいです。

同じ境遇にある学生にひとこと

現実のこととまだ受け入れられない私ですが、一歩踏み出してみたことで、助けてくれる人や、制度があると知り、

少しずつ前に進む気持ちになれました。どんな境遇に立たされても自分の人生設計を諦めないで、声を発してみ

る、行動することが大切だと感じています。

東洋大学 2年

全国の仲間への御礼とひとこと

父が他界し、学費の心配があるときにこちらのたすけあい奨学金をインターネットで知りました。辛い状況ではあ

りますが、多大なる温かなご支援に感謝いたします。本当にありがとうございます。奨学金は授業料の支払いに

使用させていただきます。

同じ境遇にある学生にひとこと

身内の死というのは、とても辛い出来事であると思います。まずは自分のことを考え、しっかり休む時間が必要

です。しかし、いつまでもつらいと思っていては前に進めません。忘れて楽になることなどできないと思うし、時

間は待っても早くは進みません。たすけあい奨学金をはじめさまざまな支援をしてくださっている団体もいらっ

しゃるので、いただけるものはいただいたほうが良いと思います。綺麗言にはなりますが天国にいる人にいい土

産話をもっていけるようともに少しづつ新しい日常を築いていきましょう。

京都大学 1年

全国の仲間への御礼とひとこと

学費・生活費・実家へ帰省する際の交通費などに使わせていただきたいと考えています。ありがとうございます。

同じ境遇にある学生にひとこと

今回、たすけあい奨学制度のホームページを見て、自分と同じような境遇にあり、同じような気持ちを抱いている

方々の存在を知り、苦しんでいるのは自分だけではないのだと、少し救われたような気持ちになりました。このよ

うな制度の存在を知るためにも周りの人に相談していくことが大事になってくると思います。辛い時期に自分か

ら行動して手続きを進めないといけないことがたくさんあり大変だと思いますが、共に頑張りましょう。
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🔳🔳今回、父親が他界し、本制度に申請いたしました。約一年のがんの闘病の末の出来事でした。母親

も5年前に白血病を患い、健常者のように働くことができない状況でした。その中で、保険や、貯蓄を

切り崩しながらの生活となりました。母親の所得が0円なのは、持病のためです。現在、私本人は就職

活動中で、バイトも効率よく働くことができない状況です。様々な制度を利用して、現在大学院に就

学している状況となっています。あと一年の辛抱すれば大学院卒業となり、就職し、自立し、母親の生

活も支えれるようになると思います。今回の制度でいただいたお金は、自分の就職活動の資金とし

て使い、今後、私たち本人の生活が楽になるように、いずれは、本制度に募金ができるように精進し

てまいります。

🔳🔳父がくも膜下出血を発症してから4日後の9月24日に亡くなりました。あまりにも突然のことで

未だに心身が不安定な状態です。私は大学院の修士2回生であり、このような状況の中でも修士論

文に向けて毎日研究室での研究活動に励んでいます。父が亡くなり、収入が減ったことで経済的に余

裕がなくなりました。しかし、現在研究活動が忙しくアルバイトを増やすことができません。さらに論

文にまとめる資料収集にもお金がかかっている状況です。

弟は県外の大学に下宿しながら通っており、現在学部2回生です。授業を受ける上で必要となる教材

費や下宿代などが負担となっており、さらに来年から就職活動が始まるためインターンシップや面接

などさらにお金がかかります。現在母がクリニックで看護師として働いていますが、体力的に夜勤は

できないので決して収入は多くありません。

以上の理由から今後家計状況がより厳しくなることが予想されます。そのため、今回学業継続奨学金

へ応募させていただきました。よろしくお願いいたします。

🔳🔳母は3年2ヶ月前から乳癌の治療をしてきました。診断された当時私は高校1年生で大学進学を

考えていましたが、治療費のことを考えると就職した方が家族のためになるかと思った時期もあり

ました。それでも両親は私の大学進学を応援してくれて、無事大学生になることが決定しました。そし

て今月母が亡くなって、大学のことについても考えましたが、このまま大学を続けていくことに決め

ました。私の下に妹が2人いて、1番下の妹はまだ小学2年生です。これから父だけの収入で子供3人

を養っていくには厳しいと考えられます。私のアルバイトが決まれば少しは支えになると思いますが、

それでも大学の授業料、妹2人のことを考えると家計的に厳しくなります。学業継続と父の収入、妹

たちのことを考え、応募させていただきました。

奨学金応募された学生の皆様の事情をご紹介します。扶養者が亡くなることで学生の

学業継続が困難になってしまう様子と学業を続けたい気持ちが伝わってきます。

応募された学生の皆様の事情(抜粋)
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奨学財団事務局から

7



奨学財団事務局から
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奨学財団事務局から大学生協連奨学制度推進委員会ご報告
2023年度第1回大学生協奨学制度推進委員会を開催したので報告します。

日 時 ： 2023年1月28日(土) 14:30-17:00

会 場 ： 杉並会館会議室及びテレビ会議システム

参加者 ：

中森一朗(委員長・大学生協連専務理事)、佐藤和之(コープ共済連)、尾崎洋人（北見工大学生）、諏

訪哲男(岩手大生協専務理事)、伊藤隼己（東北大学生）、斉藤謙作(東京学芸大生協専務理事)、有

吉直樹（東邦大生協専務理事）、島田 祐一(茨城キリスト教学園生協)、久野耕大（埼玉大学生）、山本

昌也(名古屋工業大生協専務理事)、平野由香里(岐阜大学生)、松本明男(富山大生協専務理事)、

飯山瑠海（大阪公立大学生）、森本響子（奈良女子大学生）

※ オブザーバー

鳥井和真・松田佳子・古橋怜・上木太陽・中野駿・原田将弥・高橋明日香(全国学生委員会)、平野伸彦

(東京ブロック職員) 、西田有希 (関西北陸ブロック職員)、、石幡敬子 (コープ共済連職員) 寺山有

美(弘前大学生)

※ 事務局

石井愛・堀池智、(大学生協連)

【4】議事内容

１.委員長挨拶 委員自己紹介

２.協議事項1：たすけあい奨学制度の学習

３.協議事項2：２０２３年奨学制度推進方針・行動計画について

４.協議事項3：推進委員・ブロック担当 行動宣言

５.報告事項：奨学財団関係報告 （略）

以上
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奨学財団事務局から奨学財団理事会ご報告
2022年度 第5回理事会を以下のように開催しましたので報告します。

日 時 ： 2022年11月22日（火） 14時00分～ 16時18分

会 場 ： 大学生協杉並会館4F 会長会議室及びテレビ会議システム

出席者 ： 開始時9名出席で成立

※ 理事

生源寺眞一代表理事・理事長（大学生協連会長）、中森一朗代表理事・専務理事（大学生協連専務）、

石田淳（東京大学大学院教授）、風折昌樹（立命館生協専務）、木村純（公益財団法人コープさっぽろ

社会福祉基金理事長）、永井伸二郎（一般財団法人コープみらい社会活動財団理事長）、阿部孝司

（岡山大生協専務）、鈴木花蓮（新潟大学学生）、高橋慶（TD SYNNEX執行役員）、石井徹（三井住

友海上火災保険広域法人部長）

※ 監事

佐藤洋志（東北学院大生協専務）、佐藤智之（大学生協事業連合常勤監事）、坂田充宏（岐阜大生協

専務）

※ 事務局 石井、堀池（大学生協連）

※ オブザーバー 高橋（大学生協連学生常勤）

【１】 決議事項

① 定時評議員会招集の件（評議員の選任、理事・監事の改選、奨学制度規則の改定、事業報告書・

計算書類等の承認、中期計画の承認、23 年度事業計画書・予算の報告、年次報告）

② 大学生協学業継続奨学制度規則第８条に定める「審査基準表」及び「募集要項」改定の件

③ 2022 年度事業報告書、計算書類等の承認の件

④ 大学生協奨学財団中期計画決定の件

⑤ その他

【２】 協議事項

① 大学生協学業継続奨学制度規則の改定について

② 公益財団化の申請について

③ その他

【３】 報告事項

① この間の応募・給付・寄付、業務等に関する報告

② 第４回理事会開催報告

③ たすけあい奨学制度のつどい開催報告

④ 大学生協奨学制度推進委員会開催報告

【４】 その他

① 次回日程の確認 12/16（金）18:10-19:10 評議員会と合同開催

合同開催の持ち方について

② 2023 年理事会開催日程の調整 以上
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奨学財団事務局から奨学財団理事会ご報告
2023年度 第1回理事会を以下のように開催しましたので報告します。

日 時 ： 2022年12月16日（金） 19時00分～19時10 分

会 場 ： 大学生協杉並会館 4F会長会議室及びテレビ会議システム

出席者：開始時8名出席で成立

※ 理事

中森一朗代表理事・専務理事（大学生協連専務）、 、鳥井和真（大学生協連学生常勤）、木村純（公益

財団法人コープさっぽろ社会福祉基金理事長）、永井伸二郎（一般財団法人コープみらい社会活動

財団理事長）、風折昌樹（立命館生協専務）、阿部孝司（岡山大生協専務）、石井徹（三井住友海上火

災保険広域法人部長） 、高橋慶（TD SYNNEX 執行役員）

※ 監事

坂田充宏（岐阜大生協専務）、佐藤洋志（東北学院大生協専務）、佐藤智之（大学生協事業連合常勤

監事）

※ 評議員

米山高生（大学生協連理事）、樽井美樹子（大学生協事業連合専務）、小川雄介（中京大生協専務）、

足立光太郎（東京外国語大生協専務）、酒巻智生（コカ・コーラボトラーズジャパン㈱ベンディング戦

略カスタマー本部長）、川添信介（福知山公立大学長）、高橋明日香（大学生協連学生常勤）

※ オブザーバー

髙本雅哉（信州大学特任教授）、 生源寺眞一（福島大学教授）、野呂香綸（北海道大学学生）、寺山有

美（弘前大学学生）、古橋怜（九州大学学生）、鈴木花蓮（新潟大学学生） 、原田将弥・角田咲桜（大学

生協連学生常勤）

※ 事務局

堀池、石井（大学生協連）

【１】 決議事項

① 1 月みなし評議員会招集の件（理事の選任）

② 理事長選任の件

③ 専務理事選任の件

④ 代表理事選任の件

⑤ その他

【２】 協議事項

① その他

【３】 報告事項

① この間の応募・給付・寄付、業務等に関する報告

② 第 5 回理事会開催報告

③ その他

【４】 その他

① 2023 年理事会開催日程の調整

② その他 以上
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奨学財団定時評議員会ご報告

第１２回定時評議員会を以下のように開催しましたので報告します。

日 時 ： ２０２２年１２月１６日（金） １８時１０分～１８時５９分

会 場 ： 大学生協杉並会館４階会長室及びテレビ会議システム

評議員総数及び定足数 総数１２名 定足数7名

出席評議員 ９名

（出席）米山 高生（大学生協連理事）、髙本 雅哉（大学生協連教職員委員長）、樽井 美樹子（大学

生協事業連合専務理事）、小川 雄介（中京大学生協専務理事）、足立 光太郎（東京外国語大学生協

専務理事）、角田 咲桜、野呂 香綸、寺山 有美、古橋 怜（学生理事）

（欠席）工藤 紘将、平井 雄大、大出 大助

（理事出席）生源寺 眞一、中森 一朗、木村 純、風折 昌樹、阿部 孝司、石井 徹

原田 将弥、高橋 慶、鈴木 花蓮

（監事出席）佐藤 智之、佐藤洋志、坂田 充宏

（オブザーバー）高橋 明日香、川添 信介、酒巻 智生、鳥井 和真

（議案説明及び報告） 中森一朗専務理事、米山高生評議員会会長

（事務局）石井 愛、堀池 智

５．議題

第１号議案 ２０２２年度（第４期）事業報告書及び計算書類等承認の件

第２号議案 ２０２３年度（第５期）「事業計画」、「収支予算」、「資金調達及び設備投資の見込み」

報告の承認の件

第３号議案 大学生協学業継続奨学制度規則の改定の件

第４号議案 大学生協奨学事業２０２２年度年次報告承認の件

第５号議案 大学生協奨学財団中期計画承認の件

第６号議案 評議員、理事、監事の選任の件

すべての議案が全員賛成で議決された。

以上
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2023年度3月卒業生の方々へ

大学生協より、出資金返還のご案内や窓口にて

ご寄付・後輩への応援メッセージを募ったチラシをご案内しております

（表面） （裏面）

チラシの裏面には、扶養者を亡くされた後輩に向けて応援メッセージを

記入していただく欄がございます。ぜひ、メッセージをご記入の上、所

属の大学生協窓口までチラシをお渡しください。

（※匿名で広報等に使用させていただく場合がございます）

皆様からの応援メッセージをお待ちしております！

事務局からのお知らせ～卒業生の皆様へ～
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前ページのチラシをご利用いただきありがとうございます。

3月も引き続き、出資金返還のご案内時や

大学生協窓口にて、チラシを設置・配布して

いただきますようどうぞよろしくお願い申し上げます。

チラシ裏面には、応援メッセージを記入する欄が

ございます。卒業生より応援メッセージを賜った

場合は、奨学財団事務局までFAXまたはメールで

お送りください。

（都度送付/まとめて送付どちらでもOKです）

出資金返還を大学生協窓口など対面で行われる

大学生協様は特に、チラシを対面の場でも活用

できるよう、ぜひご活用ください。

※「サポートページ帳票注文システム」から注文可

ヘルムぬいぐるみをご活用ください

たすけあい奨学制度の宣伝のため、ぜひともご活用ください。

（募金箱横や、大学生協窓口への設置など）

「サポートページ帳票注文システム」から注文できます。

頒価：1,700円 （ 大分類：たすけあい奨学制度 で検索）

奨学財団インフォメーションへの投稿、ご意見・ご要望をお待ちしています

zaidan.jimu@univ.coop 財団事務局迄

事務局からのお知らせ～大学生協の皆様へ～
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